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高崎健康福祉大学 人を対象とする研究等倫理審査委員会 オプトアウト 

 

①申請番号 高崎健康大倫第2056号 

②研究科題名 専門職チームによるリカバリー指向の心理教育プログラムの実践 

－複数の介入法をパッケージ化したワークブックの作成とその実践経験から－ 

③対象者及び対象期間と研究責任者 

【対象者及び対象期間】2018 年 5 月 1 日～2020 年 4 月 30 日までに当院デイケアにおいて、リ

カバリーワークブックを使った心理教育プログラムを受けた方 

【研究責任者】 池田朋広（健康福祉学部社会福祉学科・あいメンタルクリニック非常勤職員） 

④概要（研究の目的・意義） 

・当院デイケアにおいてメンタルケアを目的とした複数の介入法をワンパッケージ化したワークブッ

クを作成し、そのワークブックを活用した心理教育プログラムを実践した。本研究では、このプログラ

ムの対象者の傾向を把握するとともに、ワークブックの必要性や使いやすさについて実践者とともに

検討を加え、プログラムの更なる改善に向けた資料を得ることを目的とする。 

・ワークブックの改定を行うことにより、提供するプログラムの質をより向上することにつながる。ま

た、完成度の高いワークブックを他機関にも提供することで、地域精神科医療全体の向上に寄与するも

のと考えられる。 

⑤利用または提供

する情報の項目 

2018年 5月 1日～2020年 4月 30日までに当院デイケアにおいて、リカバ

リーワークブックを使った心理教育プログラムを受けた方の、基本属性と診療録

情報、およびプログラム利用後の感想 

⑥情報利用の目

的・方法及びその

範囲（他の機関へ提供

される場合はその方法を

含む。） 

本研究課題においてのみ使用する。 

対象者の上記記載の情報項目については、個人が特定できないように、匿名化さ

れた情報の提供を受ける。 

他の機関への資料・情報の提供はない。 

⑦個人情報の取り

扱い 

研究成果は、学会等で公表を予定しているが、本研究によって得られた情報は、

連結が不可能な匿名加工情報であり、個人を特定できる情報の表記はないため、

個人の特定はできない。 

⑧利益相反 本研究に関連し、開示すべき利益相反はない。 

⑨資料・情報の管

理について責任を

有する者 

高崎健康福祉大学 健康福祉学部 社会福祉学科 准教授 池田朋広 

⑩お問い合わせ先 本研究の対象に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用または

提供されることを希望されない場合は、下記のお問い合わせ先にご連絡ください。

なお、調査の対象となることに同意をされない場合でも不利益は一切ありません。 

TEL：0276-50-1039（代表） 千坂 奏 

 


